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野幌の丘から　No.189（2019.3）

　北海道育種場では天然記念物や巨樹が高齢等で
衰弱している場合に、さし木やつぎ木などの方法で
後継樹を増殖し、所有者へ里帰りさせる「林木遺伝
子銀行 110 番」というサービスを行っています。
　平成 30 年度は 4 件の里帰りを行いましたので、
紹介いたします。

【乙女桜】（エゾヤマザクラ）
　乙部町富岡にある乙女桜は色の濃い花びらが特
徴で町民に親しまれていましたが、原木の高齢化
により増殖要請がありました。つぎ木増殖を行い、
乙部町へ里帰りさせました。

【森小町・大撫子・駒見桜】（エゾヤマザクラ）
　森町にある青葉ヶ丘公園には森町の固有種であ
る森小町など珍しい桜や高樹齢の桜が多く植えら
れています。枯損の心配があった系統をつぎ木増殖
し、森町へ里帰りさせました。

【夫婦桜】（エゾヤマザクラ）
　えりも町庶野さくら公園に、夫婦桜という長い年
月の末に二本の樹が一つになったといわれる桜の
大木があります。樹勢の衰えがみられたため、つぎ
木増殖を行い、えりも町へ里帰りさせました。

【置戸の三本桂】（カツラ）
　置戸町の鹿の子沢風景林内の遊歩道沿いに桂の
巨木が三本あり、その大きさから森の巨人たち百選
に選ばれています。高齢のためつぎ木増殖を行い、
網走中部森林管理署へ里帰りさせました。

　今後も要請があれば対応していきたいと考えて
おります。

（遺伝資源管理課　収集管理係　南　佳織） 

林木遺伝子銀行 110 番の里帰り

写真− 1　乙女桜の里帰り

写真− 2　森小町の植樹後の様子

写真− 3　夫婦桜の原木

写真− 4　置戸の三本桂の原木
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はじめに
　このタイトルでカラマツ類の種子生産や採取方
法などをこれまで 4 回に渡って紹介してきました。
1 回目（No172）は、平成 20 年に行った道有の住吉
採種園での着花促進処理と中川採種園での高所作
業車による種子採取作業。2 回目（No173）は、1
回目と同じ中川採種園において平成 21 年に実施し
た高所作業車による採取作業の有効性について、3
回目（No175）は、平成 22 年に国有林の雨紛雑種
カラマツ採種園で試験した着花促進処理の方法、4
回目（No178）に翌年の着花状況を紹介しています。
　前回の紹介から 7 年が経過しました。その後のカ
ラマツ類の育種種苗を普及するために取り組んで
いる国有林の採種園整備についてご紹介します。

雨紛雑種カラマツ採種園
　着花促進処理後の平成 23 年は、全道で多数の着
果が見られ、まれに見る豊作年に当たり、雨紛雑種
カラマツ採種園も豊作となりました。その年に受光
伐が帯状に行われ、それに合わせて採種作業も実
施されました。伐採跡地には、特定母樹である「グ
イマツ精英樹中標津５号」の他にグイマツ精英樹 5
クローンのつぎ木苗が平成 25 年に植栽されました。
これまでの採種園は、自家受粉を避けるように同じ
クローンが隣同士にならないよう配置をしていま
すが、今回はグイマツ雑種 F1 の種子生産を目的と
しています。そこで、同一クローンを 1 列に植えて
周囲に残してある既存のカラマツ採種木の花粉を
利用するようにします。林木の場合、自家受粉した
種は、発芽しなかったり、発芽してもその後の成長
はあまり良くありません。この特性を生かしてグイ
マツから得られる種子の雑種率の向上を図ってい

ます。また、既存の採種木から高所作業車を利用し
て採種作業が行えるよう路網整備が行われました。
路網は、伐採により既存の採種木に十分な陽光が当
たる南側に整備されています。

勝山カラマツ採種園
　雨紛雑種カラマツ採種園での取り組みをモデル
としてグイマツ雑種 F1 の種子が生産されるよう整
備が進められています。平成 27 年に採種園の中心
部分を伐採し、平成 30 年にその跡地へグイマツ精
英樹の第２世代候補木とカラマツ精英樹のつぎ木
苗を植栽しました。植栽配置は、雨紛雑種カラマツ
採種園と同様の考えで行われています。採種園周囲
には、獣害防除用の柵が設置されています。採種木
の伐採前は、シカの休み場になっていたようです。
また、伐採前の調査でクマが一目散に採種園内に
入っていく姿を見ることがありました。既存の採種
木から高所作業車を利用して採種作業が行えるよ
う路網の整備もしています。今後、植栽した採種木
が健全に生育するよう降雪被害防除や野鼠防除な
どを行っていく予定です。

おわりに
　戦後植林した人工林が利用期を迎え、伐採跡地に
植栽する苗木の需要が高まることが予想されます。
現在、国の予算を活用して今回紹介した採種園以外
の整備も進められており、ある程度整備が進んだ段
階で状況をご紹介したいと思います。

（育種技術専門役　千葉　信隆）

育種種苗の明日に向かってⅤ

写真− 1　雨紛雑種カラマツ採種園

写真− 2　勝山カラマツ採種園
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　21 号台風は、非常に強い勢力で平成 30 年 9 月 4
日に日本に上陸し、北海道の西海上を通過した 5 日
未明から早朝にかけて道内は荒れ模様の天気とな
りました。札幌市では最大瞬間風速 32.8 メートル
を観測し、江別市内の道路の沿道では倒木で通行不
能となっている箇所が多くありました。
　当育種場内においても、植栽本数 48,000 本のう
ち約 5,500 本が被害を受け、約 4,500 本が風倒とな
りました。また風倒木のほか、かかり木の状態でい
つ倒れてもおかしくないものが約 1,000 本にもおよ
んでおり、場内への立入を禁止しております。
　事務所周辺の一部の風倒木は緊急対応で既に除

去しましたが、残る風倒木は通常業務の範囲では対
応できないことから除去できず、そのままの状態と
なっています。
　平成 31 年 1 月に災害復旧予算が措置され、今年
度末から復旧作業に着手する予定でおりますので
立ち入らないようお願いします。

平成 30 年 21 号台風被害状況の概要

写真－１　事務所棟の横にある車庫周辺の風倒木

写真－２　正門の門柱
（ブロックに大きくひびが入り傾斜）

写真－３　車庫周辺の風倒木
（ドローンを使用して上空から撮影）

写真－４　苗畑ポンプ小屋周辺の風倒木

写真－５　Ｄ型倉庫周辺の風倒木
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台風 21 号被害被害状況の概要（続き）

平成 30 年度 林業研究・技術開発推進北海道
ブロック会議育種分科会及び北海道育種基本
区特定母樹等普及促進会議の開催結果の概要

　9 月 19 日に札幌市内の公設会議施設「かでる
2･7」において開催され、林野庁、北海道森林管理
局、北海道庁、北海道立総合研究機構林業試験場、
同林産試験場、（国研）森林総合研究所北海道支所
等の関係機関が参加して行われました。育種分科会
では、林木育種を巡る最近の情勢について、林野
庁より優良種苗低コスト生産推進事業等の平成 31
年度概算要求について情報提供がありました。特
定母樹等普及促進会議では、特定母樹の増殖状況、
研究の概要・成果トピックス等について、当育種場
や道総研から説明がありました。提案・要望事項に
ついては、参加機関から原種の安定供給の確保等、
活発な意見交換が行われました。

（連絡調整課　連絡調整係　佐々木 洋一）

国立研究開発法人 森林研究・整備機構
森林総合研究所 林木育種センター
北海道育種場

〒 069-0836

北海道江別市文京台緑町 561-1

編集・発行　北海道育種場広報委員会
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電話 011-386-5087

e-mail ： hokkaidoikusyu@ffpri.go.jp
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写真－６　境界周辺の風倒木

写真－７　場内の風倒木

写真－８　場内の風倒木
（ドローンを使用して上空から撮影）

写真－９　場内の風倒木
（ドローンを使用して上空から撮影）


